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Society5.0に対応した
新しい研究支援

金沢大学にRDMを導入するきっかけ

n令和2年度「先端研究基盤共用促進事業（コアファシリティ構築支援プログラム）」に採択

• 研究基盤統括本部を中心とした研究設備の全学共用体制への再編

※令和2年度「先端研究基盤共用促進事業（コアファシリティ構築支援プログラム）」の採択機関の決定について
https://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/mext_00066.html

基盤設備共用・機器分析受託
プラットフォーム

ものづくり受託
プラットフォーム

データマネジメント・ビッグ
データ解析受託
プラットフォーム

ライフサイエンス
プラットフォーム

研究基盤統括本部（新設）

研究基盤を担う学内施設・共用設備・人的資源を一元化
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研究機器の共用・設備運営、機器分析の
技術的相談・斡旋

部品加工・装置の設計、工作機械・工具
の講習・利用支援

遺伝子から細胞、実験動物の研究設備
を対象とした研究支援



金沢大学にRDMを導入するきっかけ

nデータマネジメント・ビッグデータ解析受託プラットフォームの役割

• 全学の測定・研究データを集約し、アーカイブ・共有・公開するプラットフォームを構築・運用

• ディープラーニングや統計手法を用いた数値解析や画像解析サービスなど、研究データの解析を提供

基盤設備共用・機器分析受託プ
ラットフォーム

ものづくり受託

プラットフォーム

データマネジメント
（データの集約・共有・公開）

ライフサイエンス

プラットフォーム

データ解析
（AI・予測・自動化を含む）

・資料

・研究ノート
・アンケート調査
・ソフトウェアプログラム
・論文・レポート
・etc..

・ディープラーニング

・古典的統計手法
・データマイニング
・データ可視化
・画像処理
・etc..研究者

インフラ提供
共同データ解析

インフラ提供
共同データ解析

RDM環境の構築
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設備共同利用推進総合システム

n設備共同利用推進総合システム

• 前身の設備共同利用推進室が構築した、機器の共同利用を実施するための予約利用システム

• 全学に配置されている約100の機器が登録され、オンラインでの機器の予約・利用実績登録・精算まで可能
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今後はこれらの機器から生成された
データもRDMの対象としていく



GakuNin RDMの利用

GakuNin RDMの利用

nRDM基盤を本学で全て構築するのか？

• 研究は本学内だけで閉じていない

• 研究プロジェクトの多くは本学内で閉じておらず、様々な研究機関の研究者が集まって実施されてい

ることから、本学で全ての「ITインフラ」を調達・運用することは、負担が大きく非効率的

• RDMに求められる条件を常にチェック＆対応を実施する必要

• RDM基盤に求められる条件は日々変化していき、その対象は国内だけではなく世界となるため、常に

動向を把握し、毎回システムに反映を行うのは非常に困難
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ü 内閣府「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方（ 2021/4 ）」で
NII Research Data Cloudを中核的なプラットフォームとして位置づけ



金沢大学RDM基盤概要

研究プロジェクトA

プロジェクト管理者

⑤メールでデータ解析
の依頼

教員

（代表者）

教員

（管理）

①代表者がメールでプロ
ジェクト作成を依頼

院生 学生

データ管理チーム

②プロジェクトを作成し、プロ
ジェクト代表者にGRDMから
招待メールを送信

教員サブプロジェクト 学生サブプロジェクト

研究プロジェクトA

教員サブ

プロジェクト
学生サブ

プロジェクト

④GRDM経由で
研究データの蓄積

③代表者以外のプロジェク
トへのユーザ追加は代表
者がGRDMで行う

データ解析チーム

金沢大学ストレージ
（本学で用意）

直接のアクセス

禁止

⑥研究プロジェクトの依頼に
対してデータ解析の実施

直接のアクセス禁止
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金沢大学ストレージ導入指針
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n金沢大学ストレージ導入指針

• 外部クラウドサービスと学内ストレージ環境のハイブリッド

• 外部クラウドサービス

• 導入が容易（物理スペースを必要としない）で、拡張性（ディスク領域など）が高い

• 災害時のリスクも小さい

• 学内にもストレージ環境を構築

• 研究データは機微な情報のため、一部の研究者は外部クラウドの利用を躊躇する可能性

• 学内ストレージを要望する研究者にヒアリングを行い、状況に応じて利用を許可

• 特に機微な情報を管理するため、信頼のあるプロダクトを利用



GakuNin RDMが提供するストレージ方式

1. 標準ストレージ （NIIストレージ）

• 研究者1人当たり100GBまで利用可能な無料ストレージ

（予定として2023年度までは無料、それ以降は検討中(GakuNin RDMよくある質問より)）

2. 機関ストレージ

• 標準ストレージの代わりに、機関のシステム管理者が学内提供のストレージをデフォルトストレージとして

１種類のみ指定可能（NII標準ストレージは併用不可）

3. 拡張ストレージ

• 1、2の方法は管理者サイドの設定で、拡張ストレージは利用者が設定

• 研究者はGakuNin RDMが提供する接続インターフェースに該当するストレージを利用可能

機関ストレージとして外部クラウド、拡張ストレージとして学内ストレージ環境を利用
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各研究機関のシステム管理者は1か2を選択する必要がある



機関ストレージの選定条件1/3

AmazonS3互換のRESTAPIを持つオブジェクトストレージをターゲット
(Oracle設定項目はのちに分離)

n 条件1 GakuNin RDMに対応しているか

• GakuNin RDM管理者サイトで機関ストレージの接続設定が必要
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機関ストレージの選定条件2/3

これらの項目を総合的に見て判断

n 条件2 ストレージ要件が本学の要望に合うか

• 学認クラウド導入支援サービスのチェックリスト
を利用

特に重視した項目

【契約申込み】
• 支払・課金・契約期間
【信頼性】
• サービス稼働率
【ネットワーク】
• SINET接続状況
【管理機能】
• 利用統計・アクセスログ
【データセンター】
• 設置地域（日本）・防犯障害対策
【契約条件】
• 準拠法（日本）
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機関ストレージの選定条件3/3

将来性を考慮し、SINET接続可能で、オブジェクトストレージサービスを行っている
事業者にコンタクトをとり、料金体系を確認

n 条件3 ストレージの料金体系

• 従量課金制ではなく完全定額制
• 出来るだけ安価

※ SINET5 サービス提供機関一覧
https://www.sinet.ad.jp/service_provider/service_providers_list

• 基本的には従量課金制
例）～10TBまでxx円/GB 10～100TBまでyy円/GB 
但し、大学個別の状況で柔軟に対応してもらえるケース
があるため、事業者に要確認

• データ転送料（アウトバウンド）やリクエスト数による課金
がある

SINET接続にすることでこれらの課金をなくすことが可
能（SINET接続料は別途）
但し、現段階ではGakuNinRDMはSINET接続に未対応
（近い将来対応するとのこと）
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採用した機関ストレージ

n各事業者に検証環境を用意いただき、実際にGakuNin RDMと接続し動作を確認

• 本学が検証を行い、動作確認が取れたオブジェクトストレージ

• ニフクラ オブジェクトストレージ（富士通クラウドテクノロジーズ）

• 楽天クラウド オブジェクトストレージ（楽天コミュニケーションズ株式会社）

• Oracle Cloud Infrastructure オブジェクトストレージ (日本オラクル)

Oracle Cloud Infrastructure オブジェクトストレージ (日本オラクル)を採用

ü 3事業者とも、本学の条件を3つとも満たしていた
ü 契約段階で最も安価な事業者を選択
ü 今後のデータ解析においても多様なソリューションを提供
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本学研究者のGakuNin RDMへのログイン・利用方法

1. GakuNin RDM https://rdm.nii.ac.jp/ にアクセス
2. 金沢大学を選択し、本学の認証サーバで認証
3. 本学プロジェクト管理者が登録したプロジェクトが表示

金沢大学ではtiqr（スマホアプリ）かワンタイムパスワード
どちらかでの認証を要求し、セキュリティを高めている

①

②

③

④

Oracleストレージが利用可能 14



拡張ストレージとしての学内ストレージ環境

n Cloudian HyperStore (ソフトウェア版) を使用して、学内ストレージ環境を構築

• 学内ストレージを要望する研究者に対して利用を許可

1. 本学プロジェクト管理者がHyperStore上でユーザを作成
2. アクセスキーIDおよびシークレットキーを発行し、研究者へ通知

①
②

③
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本学研究者がHyperStoreを利用する場合

HyperStoreで発行したアクセスキーIDおよび
シークレットキーを入力

研究者専用のバケットを利用可能
（プロジェクトごとに異なるバケットを利用可能）

①

②

③

④
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GakuNin RDMの機能に関する要望1

n機関ストレージの複数登録

• 現在GakuNin RDMで管理者が登録できる機関ストレージは1つのみ

⇒ 機関ストレージを複数登録可能とし、プロジェクトを作成する際に複数ある機関ストレージから利

用したい（すべき）ストレージを選択できる仕組みがよい

nストレージの割り当て対象

• 現在プロジェクトのストレージはプロジェクト作成者個人の領域を使用

• プロジェクトで蓄積したデータは、作成者がプロジェクトをやめても当該ユーザ領域で残り続ける

⇒ プロジェクトに対して機関がストレージを提供できる仕組みが良い

nフォルダ単位でのファイルアップロード

• 現在ファイルのアップロードはディレクトリ単位では行えず、GakuNin RDM側でフォルダを作成したのちに

ファイルをアップロードする必要がある

⇒ フォルダ単位で一括アップロードできる仕組みがよい
17

GakuNin RDMは本学だけのサービスではないため、多くの機関から要望があるものを優先的に対応
本学と同様の要望がある場合は積極的にGakuNin RDMサポートに上げていきましょう！



GakuNin RDMの機能に関する要望2

nSINET接続への対応

• 現在多くのオブジェクトストレージでは、ファイルのダウンロードに対して課金

⇒ SINET接続であれば、データ転送料が無料になるため、早めに対応してほしい

nアドオンの管理（追加ストレージの種類）

• 現在、アドオンの管理は機関管理者が管理画面で、機関単位で一律に許可不許可を決める

⇒ プロジェクト単位でプロジェクトの管理者がアドオンの許可不許可を決めれる仕組みが良い

n利用者の初期クオータの設定

• 現在利用者の初期クオータは一律で100GBで、利用者単位で管理者が調整する必要

⇒ 機関単位で初期クオータを設定できる仕組みが良い

n機関ストレージの切り替え

• 機関ストレージを変更したい場合は、GakuNin RDM側のデータを修正する必要があるため、変更が困難

⇒ 機関ストレージの変更をこちら側の作業だけで完了できる仕組みがよい

18



最後に

nウェビナー紹介
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日時 7月14日(水)14:30～16:00（所要時間 約90分） *Zooｍ開催

申し込みURL： https://www.fujifilm.com/jp/ja/business/events/5497



ご清聴ありがとうございました


